


令和3年12月25日発行第470号

2

新
年
ご
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
約
2
年

間
に
わ
た
る
新
型
コロ
ナ
の一刻
も
早
い
終
息

と
通
常
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
を
祈
願

さ
れ
た
方
も
多
く
見
え
る
と
思
い
ま
す
。今

年
の
干
支
の
、「
壬
寅
」（
み
ず
の
え
・
と
ら
）

は「
陽
気
を
孕
み
、
春
の
胎
動
を
助
く
」、
冬

が
厳
し
い
ほ
ど
春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢

れ
、華
々
し
く
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
建
に
向
け
て
気
を
引
き

締
め
新
し
い
時
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
の
1
年
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
見
通
し
で
は
、5
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
・
延
長
に
伴
う
感
染
対
策
効

果
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
ペ
ー
ス
の
加
速
に
よ
り
、

経
済
活
動
の
正
常
化
が
段
階
的
に
進
む
と

み
ら
れ
、
22
年
度
の
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
昨
年
を
上
回
る
見
通
し
で
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
コロ

ナ
危
機
前
（
19
年
10
‐
12
月
）の
水
準
に
回

復
す
る
の
は
22
年
前
半
に
な
る
と
の
予
測
も

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
末
の
中
部
主
要
企
業
1
4
1
社
の

う
ち
77
％
は
業
績
改
善
が
さ
れ
、
交
通
、
宿

泊
、
飲
食
な
ど
の
業
種
を
除
き
、
42
社
が
最

高
益
を
得
た
。一方
、原
材
料
費
の
高
騰
や
半

導
体
不
足
は
深
刻
で
、
影
響
を
懸
念
す
る

状
況
に
あ
る
と
の
報
道
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コロ
ナ
の
影
響
で
社
会
的
に
明
ら
か

に
な
っ
た
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。有
事
の

医
療
体
制
の
悪
さ
の
露
呈
、
国
の
支
援
が
届

く
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
な
ど
、
新
し
い

生
活
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
加
え
、地
球
温
暖
化
、デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
な
ど
の
近
未
来
の

社
会
情
勢
に
向
け
て
の
対
応
も
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
管
内
の
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
に
つい
て
は
、
引
き
続
き
コロ
ナ
禍

か
ら
の
再
起
と
新
し
い
時
代
の
労
働
環
境
に

対
す
る
取
り
組
み
に
重
点
を
置
き
、
キ
メ
細

か
な
伴
奏
型
の
支
援
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
会
員
支
援
に
お
い
て
は
、
経
営
支
援
、

融
資
相
談
な
ど
は
２
年
間
で
3,
6
5
6
社

1
1,
7
0
0
件
、
関
連
融
資
斡
旋
額
に
つ

い
て
も
約
18
億
円
と
例
年
の
5
倍
以
上
の

実
績
と
な
って
い
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
コロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
倒
産
、
廃
業
な
ど
は
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
景
気
対
策
と
し
て
中
津
川
市
、
北

商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
4
度
に
わ
た
る

商
品
券
の
発
行
（
総
額
約
25
億
円
）。特
に
、

年
末
年
始
に
か
け
、
商
品
券
の
発
行
に
併
せ

て
、
中
小
・
小
規
模
事
業
所
で
の
そ
の
利
用

促
進
を
目
的
と
し
た
総
額
4
0
0
万
円
相

当
の
賞
品
抽
選
会
な
ど
を
取
り
入
れ
、多
く

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
買
い
物
し
て
い
た
だ
く

企
画
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
津
川
市
街
地
活
性
化
に
お
い
て
は
（
仮

称
）市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
整
備
も
進
み
、観
光

や
定
住
化
に
つ
な
が
る
魅
力
づ
く
り
が
進
み

ま
す
。大
き
く
変
化
す
る
時
代
を
官
民
一
体

と
な
り「
街
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」に
取
り
組
み
、

社
会
動
向
の
変
化
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
津

川
の
強
み
や
魅
力
発
信
な
ど
目
指
す
べ
き
未

来
を
創
造
し
、一つ一つ
の
実
践
や
行
動
に
よ
り

「
リ
ニア
停
車
駅
に
ふ
さ
わ
し
い
中
津
川
」
づ

く
り
を
行
政
と
と
も
に
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、な
お一層
の
会
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
皆
様
に
と
り
ま
し

て
本
年
が
ご
健
勝
で
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と

を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

会　

頭　
　

杉　

本　
　

潤

中
津
川
商
工
会
議
所

外観（北側）

建設が始まった（仮称）市民交流プラザ

1階ホール
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代
表
取
締
役

杉

本

　

潤

美
濃
工
業
株
式
会
社

中
津
川
市
中
津
川
　
　
　
　

九
六
四
番
地
の
一
〇
三

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
新
た
な
領
域
へ

〜
人
と
環
境
に
や
さ
し
く
、

　
　
　

夢
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
〜

株式会社 ひかりや
代表取締役

勝 野 安 和

中津川市太田町2-4-15
電話（0573）66-1212

鳴
海
伸
明

代
表
取
締
役
会
長

鳴
海
宏
樹

代
表
取
締
役
社
長

中
津
川
市
手
賀
野
三
三
五
|
一

電
話
（代）
六
五
|
二
六
六
二

齊

藤

　

隆

中
央
紙
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
津
川
市
千
旦
林
二
二
四
の
一

藤

井

有

二

東
濃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
津
川
市
千
旦
林
一
八
五
|
一

電
話（
代
表
）六
八
|
二
一
三
八

中
津
川
市
駒
場
一
一
五
三

電
話（
〇
五
七
三
）六
五
|
四
一
四
一

鈴
木
工
業
株
式
会
社

鈴

木

正

樹

代
表
取
締
役

丸
山
木
材
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社

丸

山

大

知

代
表
取
締
役
社
長

中
津
川
市
苗
木
四
五
八
六
番
地
の
五
〇

電
話（
〇
五
七
三
）七
七
|
一
九
一
六

桂
　
川
　
邦
　
俊

中
津
鋼
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
津
川
市
茄
子
川
一
五
九
五
|
一
一

電
話
六
八
|
三
一
一
九
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中
津
紙
工
株
式
会
社

酒

井

康

孝

代
表
取
締
役

ピ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

酒

井

敏

孝

代
表
取
締
役

加藤景司代表取締役社長

（株）加藤製作所 

カトービルサービス（株）

三
次
元
地
図
情
報
か
ら
未
来
を
創
生
す
る

代
表
取
締
役

堀

　

正

勝

東
海
電
話
設
備
株
式
会
社

一
般
第
二
種
電
気
通
信
事
業
者

中
津
川
市
中
津
川
三
三
九
三
番
地
の
五

電
話
六
五
|
三
五
一
八

中
津
川
市
茄
子
川
一
一
二
番
地
一
一

T
E
L
（
〇
五
七
三
）
七
八
|
一
二
五
五

F
A
X
（
〇
五
七
三
）
七
八
|
一
二
六
六

郷

原

基

幸

代
表
取
締
役
社
長

中
津
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

原

 

満

夫

代
表
取
締
役

総
合
建
設
業

株
式
会
社

ハ
ラ
モ
ク

中
津
川
市
駒
場
町
一
番
七
八
号

T
E
L 

六
五
|
五
一
七
一

中
津
川
市
駒
場
一
六
六
六
|
三
四
三
七

電
話
（
〇
五
七
三
）
六
六
|
二
八
〇
八

株
式
会
社

中
央
物
産

グ
ロ
ー
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

中
津
川
か
ら
世
界
へ　

世
界
か
ら
中
津
川
へ

三 

尾
　
泰 

一 

郎

代
表
取
締
役
社
長

三 

尾
　
義
　  

彦

代
表
取
締
役
会
長

髙

瀬

和

巳

東
海
業
務
ソ
フ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
津
川
市
新
町
七
番
四
十
五
号

市

岡

敦

司

市
岡
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
津
川
市
新
町
七
番
二
十
号

支

店

長
中

津

川

市

新

町

一

番

十

三

号

電
話
六
五

|
四
一
〇
一

愛
知
銀
行
　
中
津
川
支
店

高

見

佳

克

山

神

明

男

大
垣
共
立
銀
行

中
津
川
支
店

支
店
長

株
式
会
社 

恵
美
製
作
所

恵
美
グ
ル
ー
プ林

正
人

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社 

東
海
技
研
工
業

安

江

宏

代
表
取
締
役
社
長

山

根

真

哉

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

島

﨑

保

則

株
式
会
社

協　

信

中
津
川
市
手
賀
野
三
三
九
の
二

名
古
屋
技
研
工
業
株
式
会
社

中
津
川
市
茄
子
川
一
六
八
八

電
話 

〇
五
七
三
|
六
八
|
五
五
五
五

石

黒

梨

香

代
表
取
締
役
社
長

馬

場

啓

子

理
事
長

学
校
法
人
　
中
津
川
学
園

南
さ
く
ら
幼
稚
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

電
気
・
空
調
・
通
信
・
設
計
施
工

石
原
電
機
工
業
株
式
会
社

岐
阜
県
中
津
川
市
千
旦
林
一
一
八
|
八
四

T
E
L
（
〇
五
七
三
）
六
八
|
五
五
七
七

石
原
昭
弘

代
表
取
締
役

藤

本

大

輔

王
子
マ
テ
リ
ア
株
式
会
社

工

場

長

中
津
川
工
場

中
津
川
市
小
川
町
二
番
三
号

電
話
六
六
|
一
五
一
一

恵
那
眼
鏡
工
業
株
式
会
社

丹

羽

大

祐

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

中
津
川
市
苗
木
四
八
二
七
|
四
八

T
E
L
〈
〇
五
七
三
〉六
七
|
二
二
一
一（
代
）

F
A
X
〈
〇
五
七
三
〉六
七
|
二
二
一
四

王
子
エ
フ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

中
津
工
場

中
津
川
市
中
津
川
三
四
六
五
|
一

　
　
　
　
　
　
　
電
話
六
六
|
一
一
五
二

吉
川
素
直

取
締
役
執
行
役
員

中
津
工
場
長

　
　
　
　    

中
津
川
製
作
所 

太

田

 

隆

所
　
　
長

岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木
二
一
一
〇

T
E
L 

六
六
| 

五
一
二
一

林
　
勇
人

中
京
学
院
大
学

学
校
法
人　

中
京
学
院

経
営
学
部
・
看
護
学
部
・
短
期
大
学
部

学
　
長

中
津
川
市
千
旦
林
一
|
一
〇
四
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寅寅

　新年明けましておめでとうございます。手賀野で「でんき・す
いどう・くうちょう」設備を生業とする設備業者のミリオン電工
㈱板頭と申します。年男を迎え紙面でご挨拶する機会を頂きま
したこと感謝申し上げます。
　この中津川市を取り巻く環境はリニア中央新幹線の建設・開
業により大きく左右され、街も企業も変わっていく事を予測し
ています。弊社は雑草のように上を見上げ、成長していきたいと
いう企業理念のもと、すべてはお客様の為に！を方針に社業を
させて頂いております。
　年男は神の恩恵を一番受けられる年でもあれば、それ以降は
遠退く年となります。いつが幸せかは関係なく、１年１年を誠実
に着実に皆様のお役に立てる仕事を出来るようにと社員教育
にも力を入れ取り組んでおります。
　社業とは別で携る電気工事業界の発展や、坂本まち協や中
津川観光協会の活動も含め、必要とされる存在へと成長するた
め「頼まれごとは試されごと」頼んで頂ける身近な存在でいられ
るよう社員一丸となって日々精進してまいります。
　コロナ禍において影響を受ける皆様にとっても良い一年とな
りますように。

■ 板頭　和彦 様
　 ミリオン電工㈱　代表取締役

■ 市岡 ひとみ 様
　 NPO法人クオリティーオブライフ
　ひよこキッズファミリー　代表

　新年あけましておめでとうございます。書道・水墨画講師の
可知凛花と申します。
　私は2019年に事業を始め、教室を開きながら作品のご提供、
たまに個展も行なっています。今振り返ると「あぁ、自分はこう
いうことをやってきたんだ」と説明できますが、当時はとにかく
ご要望を受けたらその声に応えたくて動いていました。そして
気づけばお客様や生徒さんの笑顔がそこにあった。そんな感じ
の日々でした。ですので、あまり「お仕事」というよりは「人との
お付き合い」のような感覚で向き合っています。その中では嬉し
いことや葛藤もたくさんありましたが、その出来事すべてが今
の自分を支えてくれている芯となっています。
　2022年は年女。これといって新しいことに挑戦したいという
ことは正直ありません。（毎年そんな感じです...）　でも、目の前
にある出来事はすべて自分へのプレゼントなんだという気持ち
はいつもあります。そんな自分で今年もいたいですし、今年も人
の笑顔を見られる年になれたらなぁと思っています。

■ 可知 さゆり
　（凛花） 様
　 書道・水墨画講師

　新年あけましておめでとうございます。
　昭和49年1月生まれで寅年の年男、倉持聡です。
　結婚して4年程で千葉から妻の実家のある恵那に移住し、
2007年に中津川市飯沼の山の中に自宅兼事務所を移転しまし
た。現在の業務はデザイン業、パーソナルトレーニングジム
（adidas 公認トレーナー）、妻がベリーダンススタジオを営業
しています。
　恵那、中津川に移住した当初は右も左も分からず、友人も知
り合いもいない中でのスタートで、時間を見つけては1人で恵那
峡の源済公園へ行き木曽川を眺めて体育座り...しかし中津川
THE SOLAR BUDOKANの実行委員会のスタッフとして地域
のイベントに参加させて頂くなど、今では沢山の先輩や友人も
出来、そんな方々に支えられて続ける事が出来ました。
　今年は中津川に移転して15年目、新規事業をスタートさせる
為、昨年から動いてきました。
　まだまだどうなるのか暗中模索中ですが、今秋には何とかス
タート出来ればいいかなと、考えています。先ずはその事を達成
すべき目標、抱負として掲げ、皆様の健康をトレーニングとダン
スでサポート出来る様、山の中でお待ちしております。
　まだ先の見通しがつき辛い状況が続いておりますが、くれぐ
れもご自愛くださいませ。

■ 倉持　聡 様
　 (有)S・D・L　代表取締役

令和4年令和4年 年男・年女に
おききしました

『寅年』生まれの会員さんに、新年に向けての抱負をお聞きしました。

新年あけましておめでとうございます。
中津川で生まれ育ち結婚して子育てを終えて60年、還暦を迎え
60年を振り返ることができました。一日一日は、長くつらい時間
もありましたが、あっという間の60年です。
　10代、中学から高校、社会人とバレーボールに明け暮れ、夢追
いかけ名古屋で雇われ店長で喫茶店を任され、中津川に戻り、
オートバイという同じ趣味で結婚して、子育てを楽しんだ20代。
子供が寝てから内職を始めて、そこから現在の金属加工に発展
した30代。
　工場の従業員のための託児所を設けた40代。地域の子育て
と高齢者のためにＮＰＯ法人を設立した50代。3度の大きい不
景気を取引先の方、商工会議所の方、銀行の方、高校時代に一
緒にバレーボールで汗を流した友人、家族に助けられて乗り越
えることができました。コロナ禍で、友達とは自由に会えません
が、「変わらずに目標を持って頑張っているんだろう」と、自分を
奮起させて日々送っています。
　常に真面目に、前向きに、諦めずに、今後も働く保護者の皆様
のために頑張りたいと思います。








